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1. はじめに 

 鋼・コンクリート合成床版 1）とは、側鋼板・上側鉄筋および

横リブ・スタッドを溶植した下鋼板からなる鋼製型枠にコンク

リートを打設し、合成構造とした床版のことであり、RC床版と

比較し、高い耐荷力および耐久性が期待され、近年その採用頻

度は増加する傾向にある。しかしその健全度の調査は、目視に

よる検査が非常に困難であり、今日においてもその検査方法は

確立していない。そこで本研究では、非破壊検査方法の一手法

である AE法 2）を用いることにより、鋼・コンクリート合成床

版供試体での繰返し載荷試験および疲労載荷試験を行い、合成

床版の劣化の最も大きな要因とされる鋼板とコンクリート部と

の剥離やスタッドの破断による構造的分離、またコンクリート

部のひび割れなどの疲労損傷に関する AE データを収集し、そ

の劣化特性の把握を目的とする。ここで、AEとはアコースティ

ック・エミッションの略であり、材料に亀裂などの局部的変形

の発生や進展が生じた場合、それに伴って発生する振動・音波

などの弾性波のことである。この弾性波を非破壊的にセンサな

どによって検出し、AE発生挙動を解析することによって、構造

物の健全性を評価する方法が AE法である。 

2. 実験概要 

実験供試体は図－1に示すように、1540×159×1500㎜のロビ

ンソン型鋼・コンクリート合成床版を用いた。また、実構造物

と同様に、コンクリート打設時のたわみに耐えられるよう実験

供試体においても中央と両側に横リブを配置している。 

 図－2 に示すように、載荷位置を供試体のコンクリート部上

面中央とし、図－3 に示した載荷工程のように、載荷位置に設

置した 200×125 ㎜の載荷板に、設計荷重である 100kN 振動数

3Hzで 200万回の繰返し載荷を行った後、200kN振動数 2Hzで

50万回、250kN振動数 1Hzで 50万回、300kN振動数 1Hzで 50

万回と段階的な繰返し載荷を行った。 
AEセンサは、供試体下面鋼版に載荷位置を中心とした 3-2-3

の千鳥配置で設置し、繰返し載荷 1万回毎に、それぞれ繰返し

載荷 300回の間に発生する AEを検出して記録した。 
鋼・コンクリート合成床版,アコースティック・エミッション(AE),維持管理,繰返し載荷 
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図－2 AEセンサおよび載荷版位置 

● AEセンサ（R15）･･･8個 
■ 載荷板位置（200×125） 
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図－3 載荷工程 

図－1 実験供試体（ロビンソン型
鋼・コンクリート合成床版） 
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3. 実験結果 
 鋼・コンクリート合成床版の版供

試体を用いた、繰返し載荷試験にお

ける AE の発生挙動について、以下

のような実験結果が得られた。 
図－4 に示すように、繰返し載荷

中の AE 発生状況は、載荷位置下に

おけるたわみが急増した 200万回以
前では載荷時に多く発生したが、そ

の後では除荷時での発生が多い。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図－5 に示すように、載荷回数に伴う疲労の進行に伴って波長が短く

継続時間の長い AE の発生度数が増大する。ここで、図中の count は 1

事象の AE信号波形における振動回数、durationはその継続時間を示す。 
図－6 に実験開始から終了まで計測したすべての AE の発生位置を示

す。AEの発生位置はリブ、スタッド位置近傍に集中している。図－6の

赤丸で示す 3ch付近では、AEが特に集中的に発生している。しかしなが

ら図－7に示すように、載荷回数 350万回以降での 3chにおける AEの発

生度数を示す hit数の値は著しく少ない。このことは、この部位において

AEが発生しない程までに規模の大きな欠陥が生じたか、あるいは鋼板の

大きな剥離が生じて AE 波の伝播が得られなくなったためによるものと

考えられる。 

4. まとめ 

 以上の結果より、供試体のたわみ剛性の低下傾向が大きくなった 200

万回以降では、図－4、5のように AE発生挙動が大きく変化し、載荷時

における AEの発生状況や countと durationとの AEパラメータ相関から

損傷状態の把握が可能となると考える。今後の課題として、この供試体

の解体観察を実施し、下鋼板とコンクリート部の剥離やスタッドの破断

といった損傷が生じている状況と、その部位における AE 発生挙動との

相関について調査、解析を行う必要がある。 
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図－4 AEの発生状況 

【●ＡＥ発生位置】 

図－6 AEの発生位置 

図－5 AE振動数と継続時間の関係 

ａ）載荷回数 1800000回時 ｂ）載荷回数 2000000回時 ｃ）載荷回数 2960000回時 
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図－7 載荷回数 3520000回時 hit数 
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